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（
平
成
１
５
年
２
月
５
日
現
在
）

検
討
会
の
検
討
状
況

司
法
制
度
改
革
推
進
本
部
事
務
局

名
称

こ
れ
ま
で
の
検
討
状
況

今
後
の
予
定

知
的
財
産
訴
訟
検
討
会

１
検
討
経
過

次
回
以
降
、
順
次
、
専
門
家
が
裁
判
官
を
サ
ポ
ー

こ
れ
ま
で
４
回
の
検
討
会
を
開
催
し
、
知
的
財
産
ト
す
る
た
め
の
訴
訟
手
続
へ
の
新
た
な
参
加
制
度
の

訴
訟
制
度
に
関
す
る
問
題
点
に
つ
い
て
、
産
業
界
及
検
討
、
侵
害
の
立
証
の
容
易
化
の
た
め
の
方
策
等
の

び
関
係
機
関
等
か
ら
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
い
、
侵
害
検
討
、
知
的
財
産
訴
訟
の
在
り
方
に
つ
い
て
の
検
討

訴
訟
に
お
け
る
無
効
の
判
断
と
無
効
審
判
の
関
係
等
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

に
関
す
る
検
討
に
着
手
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

２
検
討
内
容

紛
争
の
合
理
的
解
決
の
観
点
か
ら
、
侵
害
訴
訟
と

無
効
審
判
の
役
割
分
担
や
、
侵
害
訴
訟
に
お
け
る
特

許
の
有
効
性
に
関
す
る
主
張
等
に
つ
い
て
検
討
が
行

わ
れ
た
。

労
働
検
討
会

１
検
討
経
過

検
討
す
べ
き
論
点
項
目
の
中
間
的
な
整
理
に
基
づ

こ
れ
ま
で
１
４
回
の
会
議
を
開
催
し
、
労
働
関
係
き
、
引
き
続
き
、
労
働
関
係
事
件
固
有
の
訴
訟
手
続

紛
争
処
理
制
度
の
現
状
、
問
題
点
等
に
関
す
る
関
係
の
整
備
の
要
否
等
に
つ
い
て
具
体
的
な
検
討
を
行
う

機
関
等
か
ら
ヒ
ア
リ
ン
グ
、
検
討
す
べ
き
論
点
項
目
予
定
で
あ
る
。

の
中
間
的
な
整
理
等
を
行
っ
た
。
そ
の
後
、
論
点
項

目
に
即
し
て
、
労
働
関
係
紛
争
の
動
向
、
紛
争
処
理

制
度
の
全
体
像
・
裁
判
所
の
役
割
等
の
総
論
的
な
検

討
を
行
い
、
現
在
、
各
論
の
検
討
を
行
っ
て
い
る
。

２
検
討
内
容

、
、

、
各
論
の
検
討
で
は

ま
ず

労
働
調
停
に
関
し
て

そ
の
管
轄
、
調
停
委
員
の
在
り
方
、
調
停
成
立
を
促

進
す
る
仕
組
み
等
に
つ
い
て
検
討
が
行
わ
れ
た
。

ま
た
、
裁
判
制
度
に
関
し
て
、
専
門
的
知
見
の
導

入
の
必
要
性
、
そ
の
内
容
・
水
準
、
専
門
的
知
見
を

有
す
る
人
材
の
給
源
、
訴
訟
の
場
面
ご
と
の
専
門
的 。

知
見
導
入
の
在
り
方
等
に
つ
い
て
検
討
が
行
わ
れ
た

司
法
ア
ク
セ
ス
検
討
会

１
検
討
経
過

①
司
法
の
利
用
相
談
窓
口
・
情
報
提
供
、
②
民
事

こ
れ
ま
で

回
の
会
議
を
開
催
し
、
訴
え
提
起
の
法
律
扶
助
の
拡
充
、
③
弁
護
士
報
酬
の
敗
訴
者
負
担

12
手
数
料
、
訴
訟
費
用
額
確
定
手
続
、
簡
易
裁
判
所
の
の
取
扱
い
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
る
予
定
で
あ
る
。

機
能
の
拡
充
、
弁
護
士
報
酬
の
敗
訴
者
負
担
の
取
扱

い
、
司
法
の
利
用
に
関
す
る
相
談
窓
口
・
情
報
提

供
、
民
事
法
律
扶
助
の
拡
充
等
に
つ
い
て
議
論
を
行
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っ
た
。

２
検
討
内
容

訴
え
提
起
の
手
数
料
、
訴
訟
費
用
額
確
定
手
続
、

簡
易
裁
判
所
の
事
物
管
轄
拡
大
に
つ
い
て
、
見
直
し

に
関
す
る
方
向
性
が
示
さ
れ
た
。

Ａ
Ｄ
Ｒ
検
討
会

１
検
討
経
過

こ
れ
ま
で
の
議
論
を
踏
ま
え
て
、
Ａ
Ｄ
Ｒ
の
制
度

こ
れ
ま
で
１
１
回
の
会
議
を
開
催
し
、
Ａ
Ｄ
Ｒ
機
基
盤
整
備
に
関
す
る
基
本
的
方
向
性
や
法
制
度
に
関

関
や
ユ
ー
ザ
ー
、
専
門
家
等
か
ら
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
、
す
る
検
討
を
深
め
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

民
間
Ａ
Ｄ
Ｒ
に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
の
報

告
等
を
交
え
つ
つ
、
Ａ
Ｄ
Ｒ
に
関
す
る
基
本
理
念
、

法
的
効
果
（
時
効
中
断
効
・
執
行
力
）
の
付
与
、
裁

判
手
続
と
の
連
携
、
専
門
家
の
活
用
等
に
つ
い
て
の

検
討
等
を
行
っ
て
い
る
。

２
検
討
内
容

Ａ
Ｄ
Ｒ
の
利
用
促
進
、
裁
判
手
続
と
の
連
携
強
化

の
た
め
の
基
本
的
な
枠
組
み
に
関
わ
る
と
考
え
ら
れ

る
論
点
に
つ
い
て
、
Ａ
Ｄ
Ｒ
の
現
状
把
握
に
努
め
つ

つ
、
Ａ
Ｄ
Ｒ
の
あ
る
べ
き
姿
を
見
据
え
て
幅
広
く
議

論
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

仲
裁
検
討
会

１
検
討
経
過

事
務
局
に
お
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
議
論
を
踏
ま
え

こ
れ
ま
で
１
２
回
の
会
議
を
開
催
し
、
仲
裁
法
制
て
、
条
文
案
を
作
成
す
る
た
め
の
作
業
を
し
て
い
る

全
般
に
わ
た
り
、
論
点
の
検
討
「
仲
裁
法
制
に
関
と
こ
ろ
で
あ
る
。

、
す
る
中
間
と
り
ま
と
め
」
の
作
成
、
意
見
募
集
及
び

そ
の
結
果
の
報
告
、
消
費
者
契
約
及
び
個
別
労
働
関

係
紛
争
に
関
す
る
特
則
に
つ
い
て
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
等

を
行
っ
た
。

２
検
討
内
容

仲
裁
法
案
の
実
質
的
な
方
向
性
が
示
さ
れ
た
。

行
政
訴
訟
検
討
会

１
検
討
経
過

第
１
３
回
の
検
討
会
以
降
、
こ
れ
ま
で
の
議
論
の

こ
れ
ま
で
１
３
回
の
検
討
会
を
開
催
し
、
学
者
等
結
果
を
踏
ま
え
、
さ
ら
に
論
点
に
つ
い
て
の
検
討
を

の
ヒ
ア
リ
ン
グ
、
外
国
事
情
調
査
結
果
及
び
意
見
募
深
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

集
結
果
の
報
告
等
を
経
て
、
論
点
に
つ
い
て
の
検
討

に
入
っ
て
い
る
。

２
検
討
内
容

、
第
８
回
か
ら
第
１
２
回
ま
で
の
検
討
会
に
お
い
て

論
点
に
つ
い
て
の
検
討
を
一
通
り
終
え
た
状
況
で
あ

る
。
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裁
判
員
制
度
・
刑
事
検
討
会

１
検
討
経
過

引
き
続
き
、
公
訴
提
起
の
在
り
方
、
刑
事
訴
訟
手

こ
れ
ま
で
１
１
回
の
会
議
を
開
催
し
、
公
訴
提
起
続
へ
の
新
た
な
参
加
制
度
の
導
入
、
刑
事
裁
判
の
充

の
在
り
方
、
刑
事
訴
訟
手
続
へ
の
新
た
な
参
加
制
度
実
・
迅
速
化
の
順
に
、
よ
り
具
体
的
な
検
討
を
行
う

の
導
入
及
び
刑
事
裁
判
の
充
実
・
迅
速
化
に
つ
い
て
予
定
で
あ
る
。

の
主
要
論
点
に
関
す
る
検
討
を
行
っ
た
。
ま
た
、
主

要
論
点
に
関
す
る
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
う
と
と
も
に
、

８
月
１
日
か
ら
１
０
月
３
１
日
に
か
け
て
当
面
の
論

点
に
関
す
る
意
見
募
集
を
実
施
し
た
。
さ
ら
に
、
主

要
論
点
に
関
す
る
検
討
を
踏
ま
え
、
本
年
か
ら
、
よ

り
細
か
な
論
点
を
も
含
め
た
検
討
を
開
始
し
、
ま
ず

公
訴
提
起
の
在
り
方
に
つ
い
て
検
討
を
行
っ
た
。

２
検
討
内
容

昨
年
ま
で
に
、
新
制
度
の
大
き
な
骨
組
み
に
関
わ

る
と
考
え
ら
れ
る
論
点
に
つ
い
て
の
議
論
が
な
さ
れ

て
い
る
状
況
で
あ
る
。

公
的
弁
護
制
度
検
討
会

１
検
討
経
過

関
係
機
関
等
か
ら
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
い
、
今
後
の

こ
れ
ま
で
６
回
の
会
議
を
開
催
し
、
検
討
事
項
の
具
体
的
な
検
討
の
す
す
め
方
の
議
論
を
行
う
予
定
で

説
明
、
当
面
の
検
討
の
在
り
方
に
つ
い
て
の
議
論
等
あ
る
。

を
行
っ
た
後
、
被
疑
者
に
対
す
る
公
的
弁
護
制
度
の

対
象
事
件
、
公
的
弁
護
制
度
の
担
い
手
で
あ
る
弁
護

士
の
確
保
方
策
、
公
的
弁
護
制
度
下
で
の
弁
護
人
の

選
任
要
件
、
弁
護
活
動
の
在
り
方
、
公
的
弁
護
制
度

の
運
営
主
体
、
公
的
付
添
人
制
度
等
に
つ
い
て
検
討

を
行
っ
た
。
ま
た
、
現
在
（
１
月
１
０
日
か
ら
３
月

）
。

２
０
日
ま
で
の
期
間
意
見
募
集
を
実
施
し
て
い
る

２
検
討
内
容

新
制
度
の
大
き
な
骨
組
み
に
関
わ
る
と
考
え
ら
れ

る
論
点
に
つ
い
て
ひ
と
と
お
り
の
議
論
を
終
え
た
状

況
で
あ
る
。

国
際
化
検
討
会

１
検
討
経
過

引
き
続
き
、
法
整
備
支
援
の
推
進
等
に
つ
い
て
議

こ
れ
ま
で

回
の
会
議
を
開
催
し
、
検
討
事
項
・
論
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

13
検
討
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
・
検
討
の
進
め
方
に
つ
い
て
の

議
論
、
外
弁
制
度
・
法
整
備
支
援
の
現
状
等
に
つ
い

て
の
説
明
を
行
っ
た
後
、
弁
護
士
と
外
国
法
事
務
弁

護
士
等
と
の
提
携
・
協
働
に
つ
い
て
特
定
共
同
事
業

事
務
所
を
営
む
弁
護
士
と
外
国
法
事
務
弁
護
士
、
企

業
、
関
係
団
体
、
有
識
者
等
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
、
論
点

項
目
の
議
論
を
行
っ
た
。

ま
た
、
法
整
備
支
援
の
推
進
等
に
つ
い
て
の
検
討
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を
開
始
し
た
。

２
検
討
内
容

弁
護
士
と
外
国
法
事
務
弁
護
士
の
提
携
・
協
働
の

推
進
に
つ
い
て
検
討
会
の
議
論
の
方
向
性
が
示
さ
れ

た
。

法
曹
養
成
検
討
会

１
検
討
経
過

司
法
修
習
生
の
給
費
制
の
在
り
方
、
法
科
大
学
院

こ
れ
ま
で
１
５
回
の
会
議
を
開
催
し
、
法
科
大
学
の
実
務
家
教
員
の
確
保
等
に
つ
い
て
、
引
き
続
き
検

院
・
司
法
試
験
・
第
三
者
評
価
（
適
格
認
定
）
の
在
討
す
る
予
定
で
あ
る
｡

り
方
及
び
司
法
修
習
に
関
す
る
検
討
を
行
っ
た
。

２
検
討
内
容

法
科
大
学
院
の
第
三
者
評
価
（
適
格
認
定
・
司

）
法
試
験
の
在
り
方
に
つ
い
て
意
見
の
整
理
を
行
っ
た

上
で
、
法
科
大
学
院
の
教
育
と
司
法
試
験
等
と
の
連

携
等
に
関
す
る
法
律
案
、
司
法
試
験
法
及
び
裁
判
所

法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ

れ
骨
子
を
取
り
ま
と
め
た
（
平
成
１
４
年
１
１
月
２

９
日
成
立
。）

ま
た
、
法
科
大
学
院
の
実
務
家
教
員
の
確
保
に
つ

い
て
は
、
裁
判
官
及
び
検
察
官
そ
の
他
の
一
般
職
国

家
公
務
員
を
、
継
続
的
・
安
定
的
に
法
科
大
学
院
の

教
員
と
し
て
派
遣
す
る
こ
と
を
可
能
と
す
る
た
め
の

立
法
措
置
を
講
ず
る
こ
と
に
つ
い
て
了
承
さ
れ
た
。

法
曹
制
度
検
討
会

１
検
討
経
過

引
き
続
き
、
裁
判
官
制
度
問
題
や
弁
護
士
報
酬
の

こ
れ
ま
で
１
５
回
の
会
議
を
開
催
し
、
弁
護
士
法
透
明
化
・
合
理
化
等
に
つ
い
て
検
討
す
る
予
定
で
あ

改
正
問
題
、
民
事
調
停
・
家
事
調
停
の
分
野
に
い
わ
る
。

ゆ
る
非
常
勤
裁
判
官
制
度
を
導
入
す
る
た
め
の
法
改

、
、

正
の
方
向
性
等
に
つ
い
て
検
討
を
行
い
引
き
続
き

裁
判
官
制
度
問
題
等
の
検
討
を
行
っ
て
い
る
。

２
検
討
内
容

、
、

弁
護
士
の
活
動
領
域
の
拡
大
綱
紀
・
懲
戒
手
続

報
酬
規
定
の
削
除
、
弁
護
士
資
格
の
特
例
の
拡
充
に

つ
い
て
、
法
改
正
の
方
向
性
の
整
理
が
行
わ
れ
、
弁

護
士
が
、
民
事
・
家
事
調
停
事
件
に
関
し
、
非
常
勤

の
形
態
で
調
停
手
続
を
主
宰
で
き
る
制
度
と
す
る
た

め
の
法
改
正
の
方
向
性
が
出
さ
れ
た
。
裁
判
官
の
任

命
手
続
の
見
直
し
に
つ
い
て
、
最
高
裁
の
検
討
状
況

を
踏
ま
え
て
検
討
し
、
こ
れ
を
了
承
し
た
。
ま
た
、

、
、

裁
判
所
検
察
庁
等
の
人
的
体
制
の
充
実
に
つ
い
て

最
高
裁
、
法
務
省
か
ら
説
明
が
な
さ
れ
検
討
を
行
っ

た
。


